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重力偏差テンソルを用いた2次元の断層タイプの自動推定

Automatic estimation of fault type in two dimension using gravity

gradient tensor
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　断層やカルデラ壁といった構造境界の傾斜角は，それらの形成メカニズムを議論するうえで重要な役割を果

たす。特に，断層の傾斜角は、強振動予測の計算等で重要な役割を果たすため，ハザードマップの作成で重要

なパラメータである。そのため，構造境界の傾斜角を知るために，地質調査に加え，地震波探査や重力探査と

いった物理探査が有効である。重力探査は，比較的低コストで実施できるため，実施される機会が多い。近年

は，重力ポテンシャルの空間2階微分で定義される重力偏差探査も行われるようになってきた。 

 

　Beiki and Pedersen (2010)は，重力偏差テンソルの最大固有ベクトルが重力異常の原因体の方を向くことを

示した。楠本(2015)は，基盤は高密度の物体の集合体からなると見做し，Beiki and Pedersen (2010)のアイ

デアを断層傾斜角推定に応用した。この手法は，実際の断層傾斜角と調和的な結果を与えることが示されてい

る。この手法は，テンソルの最大固有ベクトルが原因体の方向を向く性質を利用しているため，重力場の解析

では，ダイクや基盤といった高密度体や正断層の傾斜角の推定に適している。一方で，低密度体や逆断層の傾

斜角推定ではテンソルの最小固有ベクトルが適していることが，Kusumoto (2017)により示されている。すな

わち，この手法を用いる場合，断層のタイプについての先験情報が必要である。 

 

　断層が地表に露出している場合や，地震波探査等により断層タイプが分かっている場合，観測された断層タ

イプに応じた固有ベクトルを用いることで断層傾斜角を推定できる。一方で，埋没断層では何らかの方法で断

層タイプを知る必要がある。本研究では，断層位置抽出によく用いられる水平一次微分と最大固有ベクトルの

関係から断層タイプを判別する手法を提案する。 
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